
★ 家庭学習でも「学習者主体」を意識し、子供が「何を」「どのように
学習するのか」を決め、「学習の自立」を目指す。

★ 全学年で取り組む。
★ 基本的に「学習の進め方（目標）」は、子供自身が決める。
・ 子供の実態に応じて、教師が示す目標例から決めてもよい。
・ 量から質への転換ではあるものの、「～を〇分間がんばる」などの
目標も可とする。

・ 決めた目標は、宅習ノートに記載するなどをし、保護者も把握でき
るようにする。

★ 教師は、宅習のチェックをする際に、各個人の目標を意識して評価を
する。

★ ２学期１回目の「家庭学習がんばり週間（９月）」で、各個人の「学
習の進め方」を軌道に乗せ、11月に実施する２回目で充実を図る。

姶良市立柁城小学校

〇 家庭学習の基本的な考え方
〇 工夫した点

★ポイント 目標達成のために、学習内容や量の計画を立て、実行している。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【小学６年生 国語・算数のＭＧＣ】
「テストで８５点以上取るために，漢字練習や教科書の練習問題に取り
組んだ家庭学習」

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

保護者への通知文（メール）
メール添付資料（子供には同ちらしを配

付し、担任が説明、目標を記入した。）

週初めに宅習の計画を立てる。
（共通課題と自主課題）

自分自身が気を付けることを書きこむ。

日々、振り返りを行い、保護者は確認をする。

自己の課題に応じて、自由に取れる
プリントコーナー

マイゴールチャレンジは、自分で学習内容を
決めるので、最初は何をすればいいのか分から
なかったけど、今は自分で決めて進めることが
できるようになってきました。
私は、苦手なところを多くやっています。テ

ストがある週は、そのテストの教科をします。
必ず取り組む共通課題と、自分で取り組む自主
課題があります。時々、自主課題が少なくなる
ことがあるので、これからは「質」を考えてが
んばっていきたいです。

6年生の作文 テーマ「自主学習」


